
平成 30年度 第 6回 理事会議事録 

 

日時：平成 30年 9月 25日（火）19：00～20：40 

場所：県士会事務所 

出席：（理事）小林伸、髙村、有泉、北山、名取、大西

古屋、三科、小林司、菊池、井村、鈴木 

   （部長）入倉、小林 

   帝人ファーマ 三浦様 

書記：五味 

 

会員管理情報 

慶事 0件 弔事 0件 施設数 133  

会員数 898名（施設 839名 自宅 59名）                 

 

Ⅰ.帝人ファーマ 三浦様より挨拶 

  平成 30年11月19日(月)ベルクラシック甲府にて、

わが社と協賛という形で新人教育研修会の開催を予

定しております。今まで医師や薬剤師とのタイアップ

はしてきたが今回を機に理学療法士や作業療法士、言

語聴覚士とのタイアップを図っていきたい。 

Ⅱ.小林会長より挨拶 

  来月中間監査があるので、それぞれの活動報告につ

いてまとめてほしい。研修や講習会は滞りなく行えて

いるのでこのまま行っていただきたいと思う。過日の

9月 8日(土)に東京都の士会 50周年パーティがあり出

席させていただいいた。様々な職種が参加しており良

い刺激となった。他の士会でも 50 周年など節目であ

り、山梨もあと 3 年ほどで 50 周年を迎えるので 3 役

含めて盛り上げていきたい。 

Ⅲ．審議事項（全 5題） 

1. 平成 30年度公開講座について 

  講師についてはシステムブレーン(仲介業者)と検 

討をしてフリーアナウンサーの小久保晴代様にお願 

いしたいと思っている。テーマは前年同様に認知症 

や介護予防の一般市民の方の興味のあるものについ

てご講演いただく予定だが今後検討していく。広報

活動については、昨年のように各会員に 1 枚ずつ配

布したり、保健施設等にもチラシ等を配りたいと思

うがいかがか。  

 結果 

小久保様で続けて検討していただき、PR活動も積極 

的に行っていく。 

2．オリンピック・パラリンピックスポーツ委員会 

前回の理事会にてスポーツ理学療法推進協力者 7 

名(今後も山梨を拠点に活動を行うことのできること

を条件としたため県外へ異動予定のある方を除いた)

を推薦した。これから研修に参加していくが、総論研

修と各論研修の計 3回ある中で、 

①参加費(各 8千円×3)のみ 

②参加費(各 8千円×3)と交通費交通費(6千円×3) 

③全額補助(1名概算：約 6万 2千円) 

以上のどれかで決定しようと思っている。③の全額で

は 7 人分だと約 43 万円と高額になってしまうがいか

がか。 

なお、交通費に関しては山梨-東京間の往復で考え

ており大阪会場だと費用が上乗せになる。宿泊費につ

いては規定により実費（最大 1万円）の補助となる 

 結果 

今回は参加費のみ自費でそれ以外は補助していくと 

いうこととする。なお、今回の例は前例がなく、今後

個人資格取得が伴う研修会について、そのすべてを全

額補助となると士会の予算に影響を及ぼす可能性も

あるため、今後は協会や士会からの依頼など公的なも

のに対して、部分的に補助していくこととする。 

詳細については規定などで定義していく。 

3．学会局 

  特別講演の先生の移動手段が車となっており当日 

に領収書の提出が難しいがどのように対処すること

が望ましいか質問があった。規定では士会員が走行

距離(km)×15円で士会役員が走行距離(km)×30円と

なっている。また、講師謝礼規定はあるが講師の交

通費等は規定されていないがどのようにすればよろ

しいか審議いただきたい。 

 結果 

 公共交通を使用した場合は従来通り全額負担とする。 

自動車を使用した場合は、原則として講師の自宅か 

ら講演場所まで地図機能を利用して算出して走行距 

離×30円と ETC料金を謝礼としてお渡しする。ETC 

料金については曜日・時間帯で差が出てしまうが概 

算で算出することとする。 

今後、料金の正確性を期するであれば実際に支払っ

た ETC料金の領収書を帰宅時後に送付してもらう。 

そのため講師には事前にレターパックを渡したり、

支払いについてもネットバンキングを利用した送金

の整備を検討していく。 

4.地域理学療法研修 

  平成 30年 11月 22日(木)に 18回地域理学療法研 

修会を予定している。講師は山梨勤労者福祉会共立 

介護福祉センターの原啓太様でテーマは「地域連携 

について考えよう～質の高い成果を求め～」です。 

以上の内容について審議・承認いただきたいと思い 

ます。 

 結果 

 このままの内容で進めていく。 

5．広報活動について 

  審議事項 1の公開講座の内容等をチラシを使って 

周知させたいが、9月 29(土)開催のねんりんピック 

時に配ることは可能か審議いただきたい。 

 結果 



  チラシが間に合えば可能です。提出先はまた連絡 

します。 

Ⅳ．報告事項（全 21題） 

 1．士会支部組織化検討委員会 

  引き続き郡内地域の施設や管理者の連絡先集めを 

進めていく。年度末に 1度会議（顔合わせ）を持つ

予定となっている。 

2．訪問リハビリテーション委員会 

  生活期リハビリテーション研修会の案内を所属先 

に送らせていただきました。各施設で声掛けをお願い

します。 

 3．災害対策支援委員会 

  議事録とアンケート結果(8月に実施したHUG研修に 

ついての反省について)をお配りした。その内容の中 

から研修会については平成 31 年 3 月 1 日(金)に県立

文学館で開催予定となっている。10月 4日(木)に県の

関係者とも初動対応の研修についての会議を兼ねた

集まりがありますので小林会長が参加します。 

 4．認知症対策委員会 

  過日 8月 29日(水)に 3士会で顔合わせを行った。 

  今年発足したので慎重に活動を行っていき、来年度 

以降パンフレットの作成などを行っていく予定だが

現時点では未定。 

 5．特別支援教育委員会 

  過日 9月 12日(水)に委員会があった。そこで、11 

月 17 日(土)に開催予定である、第 2 回特別支援教育

委員会研修会について話し合った。有識者の講演をと

思っていたが、今年は障害者の子どもと母親の就学中

の体験談などをお話しいただく内容とした。また、グ

ループ分けをして座談会という形式をとっていく予

定。 

 6．がんリハ推進委員会 

がん拠点病院と山梨県リハビリテーション専門職 

団体協議会の医師・看護師・セラピストを対象に行っ

たアンケートをまとめた。 

9割以上の回収率があり意識が高いことがわかった 

が周知が難しいことと認定をとることが難しい現状

もある。そのため来年は研修会を開催していくことを

検討していく 

7．地域支援事業等推進委員会 

 100歳体操を富士川町で 10月 11日(木)、市川三郷 

町で 10月 28日(日)から開始になります。いずれも導 

入研修の対象となっています。 

8．地域ケアシステムの見学研修について 

 9月26日(水)より大分県で地域ケアシステムの見学 

研修があり PTは富士川病院の饗場先生、OTは春日居 

サイバーナイフ・リハビリ病院の磯野先生、STは湯村

温泉病院の赤池先生の 3名と県庁の白倉先生が参加す

る予定。 

9．山梨リハ・ケアを考える会 

10月 17日(水)に医師会館にて症例検討会を含めた 

第 3 回研修会を予定している。目標として 70 名を見

込んでいるが、申し込みは現在 113名程きているため

振り分けが必要である。 

10．オリンピック・パラリンピックスポーツ委員会より 

  東京都士会主催で研修会の案内がきている。士会か 

ら 2名の参加予定。 

身障者スポーツのアンケートについては回答期間 

が今月末までとなっている。届いている分については

現在集計中です。 

11．関ブロ女性の会について 

  藤田先生にお願いしている。会には小林会長が出席 

する。 

12．学術研修部より 

  10月14日(日)にアピオ甲府にて大畑先生による「歩 

行障害に対する評価夫治療」についての研修を予定し

ている。 

13．社会局スポーツ理学療法部より 

  9月30日(日)に関ブロスポーツ関連事業検討委員会 

があります(小尾先生が出席予定)。 

  10 月 5(金)山梨大学医学部小講堂にて小林先生の

「東京オリ・パラ高いとそれ以降のスポーツ理学療法の   

発展」についてご講義いただく予定である。 

14．委託事業部より 

  本日ダイハツ工業様と共催したイベントがありま 

した。また、今週末にねんりんピックが開催予定です。 

15．新人教育研修について 

  例年通り研修会を開催し、60～70名の参加がありま 

した。今月も 10月 23日(火)と 30(火)に開催予定。ま

た、11 月 19(月)には帝人ファーマ様と共催した研修

会もあります。 

16. 事務管理局より 

 ①義肢適合支援のあり方研究会より後援依頼があり 

承諾をしました。 

②士会事務所にインターネットと電話が開通しまし 

た。FAXもできますがなるべくメールで連絡をお願 

いします。 

③9月 2日(日)に全国事務局長会議がありました。  

 10月の組織運営委員会に小林会長、磯野副会長、北 

山先生が出席した後にまとめて報告させていただ 

く。 

④都道府県士会育成研修が 11月 10日(土)11(日)に予 

定しており、古屋先生が出席する。今後も継続して

出席していく必要があるので 1期以上理事を経験し

た方を条件に参加していただく。 

 理事の先生方に積極的に出席していただく  

⑤今後文書発送については事務員の澤田さんが行っ 

ている。今後タッグシール等も事務所で作成できる

ようにしていく。 

なるべくまとめて文書を発送したいと思っている



ので日にちが近い研修会を企画している局・部で話

し合っていただければと思う。近日では 11月 17日

(土)11月 22日(木)の研修会が対象となります。 

⑥今年度の資料の発送は総務部の費用で行っている 

ので、各局・部で予算として余っている状態となっ

ているのでそのまま使用しない状態としてくださ

い。 

Ⅴ．その他 

  古屋先生へ火災お見舞いを贈呈 

Ⅵ．次回の中間監査日程について 

日時 平成 30年 10月 23日（火）19：00～ 

場所 県士会事務所    

連絡 10 月 12 日（金）までに中間監査用の事業

報告資料を事務管理局（有泉）へ提出。 

その後行う理事会の審議事項および資料

は 10月 19日（金）までに事務管理局（有

泉理事）へ提出する。 

中間監査の資料は 4月 1日～9月 30日までの活動

報告について訂正等した部分を赤字で訂正して

から提出をお願いします。なお、次回は監事の先

生方も参加していただきます 

 

 


